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（１）請願の要旨  

１．  外来・入院とも、子どもの医療費無料制度を「中学校卒業

時から１８歳年度末まで」に拡充してください。  

１．  国や県に対し、子ども医療費助成制度を１８歳年度末まで

窓口無料にするよう意見書を提出してください。  

 

（２）請願の理由  

 必要なときに安心して医療機関を受診できることは、子どもた

ちの心身の健やかな成長のために必要不可欠です。  

 現在、子ども医療費助成制度をめぐり、岐阜県内では全市町村

が県基準より拡大し、入院・外来とも「中学校卒業まで無料」が

４２市町村（１００％）であり、２４市町村（これに加え令和５

年度４月より３市が実施の計画）で１８歳年度末まで拡大してい

ます。  

 義務教育終了後の様々な経済的負担が子育て世代の不安の大き

な要因となっています。経済的理由によって受診抑制することの

ないよう、子どもの病気の早期発見・早期治療を支え、すべての

子どもの健やかな成長を保障するために医療費の心配を無くすこ

とは、ますます重要となっています。  

 中津川市においても１８歳年度末までの医療費助成制度の拡充

を要望します。  

 少子化・人口減少が国にとっても市町村の存続にとっても深刻

な中心課題になっています。子ども医療費助成に関し、全国知事

会は「国の責任において全ての子どもの医療保険に伴う負担を軽

減する支援制度の創設」を提言し、子育て世帯の経済的負担の軽

減を求めています。  

 国や県の医療費無料制度が拡充すれば、市町村の医療費負担が

減り、その分市町村が他の形で子育て世代を支援でき、少子化対

策がすすみます。  



県内どこに住んでいても、必要な医療を県が保障すべきです。

子どもたちの健やかな成長のため、コロナ禍の中での保護者の医

療費負担軽減のためにも、ぜひとも岐阜県の制度としての、現行

の就学前まで無料に加えて「１８歳年度末までの子どもの医療費

無料制度の拡充」を強く要望いたします。  

 

 


